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向山水和反応に代表されるアルケンのヒドロ官能基化反応は、アルケンへの金属ヒドリドからの

水素原子移動 (HAT) によるアルキルラジカルの生成を起点とする反応である 1。これらの反応は

穏和な条件下、様々な官能基が導入できる点で優れており、近年盛んに研究が行われている。中で

も Shenvi, Herzon らによってそれぞれ独立に報告された、アルキルラジカルの水素化によるアルカ

ン合成法 (HAT 水素化反応) は、高い官能基許容性を有する価値の高い変換であり 2,3、天然物合成

で多用される。しかし、先行研究では化学量論量の過酸化物を酸化剤として、ヒドロシランを還元

剤として要する点で課題を残していた。本課題に対して、我々は金属触媒に光触媒を協働させるこ

とで、酸化剤を用いないアルケンの HAT 水素化反応が可能になると考えた。加えて、自然界に由

来する穏和な還元剤であるアスコルビン酸 (ビタミン C) を用いることで環境調和性の高い HAT

水素化反応を実現することを目指した。 

検討の結果、水系溶媒中に光酸化還元触媒、金属触媒とアスコルビン酸の存在下、可視光照射に

よって水素化体が得られることを見出した。さらに、金属錯体を適切に設計し、添加剤を加えるこ

とで、良好な収率で水素化が進行した。本反応はアミノ酸誘導体･糖誘導体や医薬品分子を含む種々

の化合物に適用可能であり、HAT 水素化の広範な官能基許容性を保ったまま環境調和性の高いプ

ロセスへと発展させることに成功した。また、無保護糖の水素化では本法を用いたとき、既存の

HAT 水素化と比べ反応が良好に進行することが明らかとなった 4。 
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